
 

 

202３年４月 

椿地区まちづくり協議会 

椿地区地域計画 



 

 

 椿地区は鈴鹿市の北西に位置し

四日市市に隣接した地域です。 

 主な農産物はお茶で，地区内は

茶畑が広がっています。 

 椿大神社，入道ヶ岳登山道と

いった伝統と自然の調和した観光

名所があります。 

 新名神の鈴鹿スマートインター

チェンジ，サービスエリアのピッ

ト鈴鹿が出来て，交通量が増えま

した。さらに工業団地も造成され

交通環境が大きく変わろうとして

います。 

◇世帯数 

 453  世帯 

◇人 口 

 1，6０５ 人 
 

   ※2020年12月末現在 

１．椿地区の姿 
（１）地区の現状と人口 
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 人口的には４０代を境に若い

年代の人口が少なくなっている

ため，１５～２０年後には高齢

化率が一段と高くなるおそれが

あります。 
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（２）地域の主な資源 

 名  称           内        容 

 入道ヶ岳  鈴鹿セブンマウンテンの一つで初心者からベテランまで登山が楽しめます。 

 椿渓谷ｷｬﾝﾌﾟ場  入道ヶ岳登山道の入り口にあり登山が楽しめます。 

 椿大神社  猿田彦大神を祀る全国約二千社の本宮で，参拝者は三重県で３番目です。 

 ピット鈴鹿  新名神開通に伴い開店したサービスエリア，近隣の土産物やF1の展示も有り。 

 鈴鹿の森庭園  しだれ梅の名木が約２００本有り，仕立て技術の存続と普及が目的です。 

  お茶の生産  お茶の生産量全国３位の三重県内で四日市，亀山市と並び主産地となってます。 

  植木の生産  鈴鹿市は，さつき，つつじの生産量が全国１位となっています。 

  

    

椿キャンプ場 

椿大神社 

新名神ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

ＰＩＴ鈴鹿 

入道ヶ岳 

椿小学校・椿幼稚園 

鈴鹿の森庭園 

東名阪自動車道 

茶畑 

新名神高速道路 

植木 

２ 



 

 

（３）地域の宝物と課題（Ｒ１年開催のワークショップから抜粋） 

地域の絆 

人と人の繋がり 

人と人との強い絆がある 

多様な行事に住民が協力的 

安心して安全に暮らせる 

交流の場が多い 

伝統行事が続いている 

多様な行事 

鈴鹿市が誇る椿大神社 

神社を主体とした観光資源 

高速道路へのアクセスが良い   

鈴鹿ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰ・ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱの

開設 

新名神活用による地域経済へ

の期待 

人のつながり 

 

安全安心 

 

伝統行事 

観光資源 
 

交通問題 

自然，空気，水 

景観，きれいな水 自然環境 

大切な農業 

特産品がある 

（お茶，さつき） 
農業問題 

子供は宝 
人口減少 

少子高齢化 

学区の違いで交流が少ない 

子供が少ない 

住民間の挨拶が少ない 

商業に不向きな立地 

調整区域 

 病院を始めとする公共施設

が少ない 

防犯面が心配 

災害・犯罪への意識が低い 

災害の備えが乏しい 

取り組みが足りない 

公共交通機関が少ない 

交通サービスの不足 

道がせまい 

買い物に行くのが遠い 

高齢者と子供の交通の便  

が悪い 

高齢者の生活支援 

空き家・耕作放棄地 

獣害が多い 

獣害で農業が成り立たない 

自然をいかしきれていない 

少子高齢化，人口減少 

行事の担い手不足 

地域の宝物 地域の課題 
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（４）Ｒ４年以降の課題のまとめ 

 

・高齢者が増加している 

・高齢者が昼間に一人で過ごしている 

◆福祉部会◆ 

 

 

・地域の人とのつながりを強く 

・コロナ禍で中止が続く行事 

◆体育振興部会・文化振興部会・ 

青少年育成部会・地域振興部会◆ 

 

・専業農家の減少 

・次世代の農業者の育成 

◆農業振興部会◆ 

 

・災害発生時の対応をどうするか 

・防災や減災への取り組み 

◆防災安全部会◆ 
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２．地域づくりの基本目標 

支えあいで安心して生活できるまち 

◇福 祉 部 会◇ 

 

コロナ禍でもアイデアで地域の絆を強くする 

◇体育振興部会・文化振興部会・ 

青少年育成部会・地域振興部会◇ 

 災害時の行動や交通安全への意識を高めよう 

◇防災安全部会◇ 

 椿地区の農業を未来へ繋いでいく 

◇農業振興部会◇ 
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福祉部会 

 椿地区内の捜索態勢を

他地区のマニュアルを

参考に部会で協議し，

椿地区内の自治会との

協力体制を検討した

い。 

基本目標達成に向けて 

６ 

行方不明者が発生した場合の

対応を考える 



 

 

体育振興部会・文化振興部会・

青少年育成部会・地域振興部会 

 コロナ禍での開催可能

な行事や開催方法を検

討し，イベントを行う

中で，主催側や参加者

全員に楽しんでもら

い，地域の絆を高めて

もらいたい。 

基本目標達成に向けて 

７ 

コロナ禍での行事の開催方法を

検討する 



 

 

防災安全部会 

 地震等の災害発生時に

おける地域での体制を

検討していく。地域住

民の防災・減災や交通

安全への意識を高める

活動を実施したい 

基本目標達成に向けて 

８ 

災害時の体制作り，交通安全へ

の意識向上 



 

 

基本目標達成に向けて 

農業振興部会 

 １０年後，２０年後の

椿地区内の農業のあり

方を話し合い，農地の

集約化，栽培可能な農

作物を検討し荒廃地の

増加を防ぎ，地域農業

の継続を目指す。 

９ 

今後の椿地区の農業のあり方を

考える 



 

 

福祉部会 

事業名 交通弱者生活支援 

目標 高齢者が必要な物を購入できるようにする 

事業概要 高齢者の買い物や移動の手伝いを行うための対応を協議し，実施可能な

方法を見出していく。 

期待する効果 地区内の人が支えあって，高齢者が買い物難民とならない 

連携する部会 役員会 

 

役員会 

 

役員会 

 

役員会 

 

実行計画 

計画年次 2020年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 

計画スパン     

取組内容 

（予定） 

・住民へのヒア

リング 

・高齢者の活動

できる範囲の状

態把握 

・生活で困って

いることのニー

ズキャッチ 

・準備組織の構

築 

 

・連携先との協

議 

・他部会も含め

て課題検討チー

ムを結成 

・サービスの試

行 

・本格運営 

概算予算額     

備考     

     



 

 

体育振興部会・文化振興部会 

事業名 イベントで絆を深める 

目標 イベントを開催しスタッフ，参加者の絆を深める 

事業概要 イベントの参加率アップや，イベントを補助してもらう人など担い手の

期待する効果 現状開催しているイベント，新たに開催するイベントで参加者増加，次

世代の育成 

連携する部会 役員会 

防災安全部会 

役員会 

 

役員会 

 

役員会 

 

実行計画 

計画年次 2020年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 

計画スパン     

取組内容 

（予定） 

・町民ウォーキ

ングのコースの

検討 

・ロゲイニング 

・防災マップ作

成 

・ス タ ン プ ラ

リー 

・ノルディック

ウォーキング 

・ふれあい縁日

の内容検討 

・ウ ォ ー ク ラ

リーで男の料理

教室がふるまい

出 来 な い か 検

討。 

・ウ ォ ー ク ラ

リーのアンケー

ト 

・アンケートを

参考に行事内容

検討 

・３年目までの

振り返り 

・次年度からの

方針を検討して

いく 

・人材の確保 

概算予算額     

備考     

     



 

 

青少年育成部会・地域振興部会 

事業名 世代間ふれあい活性化 

目標 世代間の交流により親睦を深める 

事業概要 竹細工，凧あげなど昔の遊びの講師を高齢者が行い，子供と一緒に遊

ぶ。 

期待する効果 空き家を交流の拠点とすることで空き家の有効活用を図る。異世代間の

親睦を深めてもらう。 

連携する部会 役員会 

福祉部会 

役員会 

福祉部会 

役員会 

福祉部会 

役員会 

 

実行計画 

計画年次 2020年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 

計画スパン     

取組内容 

（予定） 

・現行の行事へ

の子供と高齢者

の参加率アップ

方法の検討 

・ふれあいの手

法を考える 

・空き家の調査

（把握） 

・子供と高齢者

の参加率アップ 

・高齢者を講師

に子供たちが学

ぶ。 

・使える空き家

を探す 

・関わってもら

える専門家，ボ

ランティアを募

集する。 

・凧あげ大会 

・昔の遊び体験 

・空き家の使用

ルール作成 

・見直しと改善

点検討 

・空き家の利用

開始 

概算予算額     

備考     

     



 

 

防災安全部会・農業振興部会 

事業名 安全安心への意識向上 

目標 住民の防災防犯意識の向上 

事業概要 防犯カメラの設置，青パトの実施，地区内独自の防災マップ作製や防災

フェスタを開催する 

期待する効果 防災防犯意識が向上する事により，住みやすく災害に強い椿地区とな

る。 

連携する部会 役員会 

体育振興部会 

役員会 

 

役員会 

 

役員会 

 

実行計画 

計画年次 2020年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 

計画スパン     

取組内容 

（予定） 

・現状把握（設

備，マップ） 

・防災設備の情

報収集 

・危険個所マッ

プの確認 

・防犯関連の検

討 

・防災フェスタ

の企画 

・カメラの設置

検討 

・フェスタ試行 

・炊き出し訓練 

・各世帯の防災

意識アップ 

・防犯カメラの

設置 

・青パト走行開

始 

・地区防災計画

作成 

・防災マップ作

成 

概算予算額     

備考     

     


